
CRUの実績と効果・検証 
た 

西村 達也（顧問） 

資料２ 

1 



ＣＲＵの概念 
協議会資料から 

 
 

※輸入企業が使った海上コンテナを輸出企業へ継続
して利用することで、空（カラ）コンテナの輸送を
減らす取り組みです。 

■コンテナラウンドユースとは 
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 タツミトランスポート＆デポの紹介 

•設立： 平成16年１月  

•本社：  所沢市下富857-6 

• デポ： 狭山市上赤坂597-3 

•東京： 大田区東海5-5-1 

•横浜： 横浜市中区錦町15 

•車両： トラクターヘッド 60両 

• シャーシ：40FT X 84両 

•       20FT X33両  
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お試しデポから船社デポに 

Depo handling equipment Container yard  
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 空コンテナのインスペクション 

Container condition 
 check inside Container condition 
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現況認識  
 

東京港コンテナターミナル、周辺道路の慢性の渋滞 

コンテナターミナルのゲート待機時間の長期化 

荷主から指定時間の遅延（要因は） 

 （TEU) 

  ２９年上半期 ２８年上半期 前年比 

合計 219万 206万 106.50% 

輸出 １０１万 ９５万 105.80% 

輸入 １１８万 １１０万 107.10% 
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環境問題との絡みから 
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改善効果の検証 
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検証？ 

AAA: CO2削減量は  

ピックアップかかる時間・距離の短縮 

ドライバーの働き方 
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ＣＯ２削減量 
 

タツミトランスポート  

社会実験実績 １８４本分 

１５ｔ-ＣＯ２ 

スギ１,０４８本／年 ＣＯ２吸収相当 
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ＣＯ２削減量 
  

タツミトランスポート  実績 ２２０本分 

ＣＯ２ 排出量 １７．６ｔ-ＣＯ２ 削減 

スギ１,１８８本／年 ＣＯ２吸収相当 

 
※以下の値から推定 

埼玉県コンテナラウンドユース社会実験結果  

１ラウンドユースあたり  ＣＯ２ 排出量 ０．０８ｔ-ＣＯ２ 削減 

                 スギ５．４本／年 ＣＯ２吸収相当 
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官民の役割（協議会） 
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       CRUのKey Word 

経済 

環境 
人 
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今年も皆様方には大変 
お世話になりました 
ありがとうございました 
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